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議案第４３号  

羽生市都市公園条例の一部を改正する条例  

 羽生市都市公園条例（昭和４７年条例第１２号）の一部を次のよう

に改正する｡  

次の表中下線又は太線の表示部分（以下、改正前の欄にあっては

「改正前部分」と、改正後の欄にあっては「改正後部分」という。）

については、次のとおりとする。  

（１）  改正前部分及びそれに対応する改正後部分が存在するとき

は、当該改正前部分を当該改正後部分に改める。  

（２）  改正前部分のみ存在するときは、当該改正前部分を削る。  

（３）  改正後部分のみ存在するときは、当該改正後部分を加える。  

改  正  後  改  正  前  

（使用料）  （使用料）  

第１６条  法第５条第１項、法第６条

第１項若しくは第３項若しくは第９

条第１項若しくは第３項の許可を受

けた者は、別表第２に掲げる額の使

用料を納付しなければならない。  

第１６条  法第５条第１項、法第６条

第１項若しくは第３項若しくは第９

条第１項若しくは第３項の許可を受

けた者又は有料の公園施設を使用し

ようとする者は、別表第２に掲げる

額の使用料を納付しなければならな

い。  

 ２  有料の公園施設を使用する者が入

場料その他これに類する料金を徴収

する場合における使用料の額は、別

表第２に掲げる額の５倍の額とす

る。  

（指定管理者が行う業務の範囲）  （指定管理者が行う業務の範囲）  

第２３条  指定管理者が行う業務の範

囲は、次のとおりとする。  

第２３条  指定管理者が行う業務の範

囲は、次のとおりとする。  

 （１）・（２）  （略）  （１）・（２）  （略）  

（３）  利用料金の徴収等に関する

業務  

（３）  使用料の徴収等に関する業

  務  

 （４）  （略）  （４）  （略）  

２  指定管理者が前項各号に掲げる業

務 （ 以 下 「 指 定 管 理 業 務 」 と い

う。）を行う場合にあっては、第１２

２  指定管理者が前項各号に掲げる業

務 （ 以 下 「 指 定 管 理 業 務 」 と い

う。）を行う場合における第１２条
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条及び第１３条第２項の規定を準用

する。この場合において、第１２条

及び第１３条第２項各号列記以外の

部分中「市長」とあるのは、「指定

管理者」と読み替えるものとする。  

及び第１３条第２項中「市長」とあ

るのは「指定管理者」と読み替える

ものとする。  

（指定管理者が行う管理の基準）  （指定管理者が行う管理の基準）  

第２４条  （略）  第２４条  （略）  

 （利用料金）   

第２５条 市長は、地方自治法第２４４

条の２第８項の規定により、指定管

理者に有料の公園施設の利用に係る

料金（以下「利用料金」という。）

を当該指定管理者の収入として収受

させることができる。  

 

２  前項の場合における利用料金の額

は、別表第２に定める額の範囲内に

おいて、あらかじめ市長の承認を得

て、指定管理者が定める。  

 

３  有料の公園施設を使用する者が入

場料その他これに類する料金を徴収

する場合における利用料金の額は、

前項の規定により定めた額の５倍の

額とする。  

 

４  第１項に規定する場合にあって

は、第１９条から第２０条の２の規

定を準用する。この場合において、

第１９条及び第２０条の２（見出し

を含む。）中「使用料」とあるのは

「利用料金」と、第２０条の見出し

中「 使用 料」 とあ るの は「 利用 料

金」と、同条中「市長」とあるのは

「指定管理者」と、「使用料」とあ

るのは「あらかじめ市長の承認を得

て、利用料金」と読み替えるものと

する。  

 

（委任）  （委任）  

第２６条  （略）  第２５条  （略）  

（罰則）  （罰則）  

第２７条  （略）  第２６条  （略）  

第２８条  （略）  第２７条  （略）  
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第２９条  （略）  第２８条  （略）  

（公園管理者の権限の代行）  （公園管理者の権限の代行）  

第３０条  （略）  第２９条  （略）  

別表第２（第１６条、第２５条関係）  別表第２（第１６条関係）  

表  （略）  表  （略）  

  

附  則  

この条例は、公布の日から施行する。  

令和元年６月２１日提出  

埼玉県羽生市長  河  田  晃  明    

 


